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目次 概要

筑波大学芸術専門学群は、国立の総合大学の中に設置された芸術の
専門教育機関です。最先端の多様な学問を学ぶことができる大学環
境と、1学年 100名の少人数に 14領域の多彩な芸術の専門教育を
提供できる利点を生かして、幅広い見識と豊かな創造力をそなえた
芸術の専門家を育成しています。これまでに、美術家・デザイナー・
研究者など芸術・デザイン分野で指導的役割を担う優れた卒業生を
多数輩出しています。

人材養成目的
学際的・国際的な視野と確かな学力を持ち、かつ柔軟な発想力と豊
かな表現力を備え、創造的活力に満ちた美術及びデザインの専門家
を養成することを目的とします。

求める人材
芸術を追求する熱意のある人材、社会的・国際的観点から創造にチャ
レンジする意欲のある人材、多領域に関わる知識や方法に基づいた
美術・デザインによる表現によって社会に貢献する意欲のある人材。
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カリキュラム

総合大学における芸術教育の場という特色を生かし、広く学際的な教養と深い専門能力に
芸術的感性を統合した、創造力に溢れた人材を育成します。美術・デザインの諸領域の基
礎を横断的に履修する専門基礎科目と、14領域の専門科目によって芸術の専門的基盤を形
成します。さらに、学年や専門分野の枠を超えた横断的科目を配置することによって感性
豊かなコミュニケーション能力を養います。
1・2年次では、多様な専門に繋がる基礎科目を必修とし、芸術に関する創造的表現力、問
題解決能力、論理的思考力を柔軟に使いこなす基盤を養います。また、専門領域の基礎を
学ぶと同時に学際的・国際的な講義・演習を選択的に履修することで専門的な知識の活用
力を養います。
3年次以降に、諸領域におけるより高度な専門科目の講義や演習・実習を通じ、多様な諸
課題に対する論理的思考力と横断的知識を活かす卓越した表現力や説得力を養い、卒業研
究へと結びつけます。

カリキュラムの内容、領域別の履修例ほか
https://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/school/curriculum/

2022年度 開設科目一覧「芸術専門学群」
https://www.tsukuba.ac.jp/education/ug-courses-openclass/2022/pdf/8-11.pdf

芸術専門学群の担当教員（2022年 4月現在）

https://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/school/faculty/

創造的コミュニケーション力を養う
横断的科目

専門科目
卓越した表現力の基盤を築く

学際的な知性と芸術的感性を統合した自律的・社会的な創造的人材

創造的表現力、問題解決能力、論理的思考力の基盤を育成
専門基礎科目

14領域
構成
総合造形
工芸
ビジュアルデザイン
情報・プロダクトデザイン
環境デザイン
建築デザイン

美術史
芸術支援
洋画
日本画
彫塑
書
版画
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美術史

日本の大学における芸術の理論的研究は、
文学部の美術史学科や哲学科などで行われ
てきた。20世紀半ば以降、造形作品の制
作も含んだ教育と研究が広がるのと並行し
て、具体性と実証性を重視する傾向が深
まった。

欧米においても芸術をめぐる理論的研究は
実証的な方向に展開し、「美」は「芸術」
を通してこそ最も的確かつ具体的に表され
るとする「芸術学」の立場が早くから確立
していた。
この意味での「芸術学専攻」を日本で最初
に大学教育で採りいれたのは、筑波大学の
前身である東京教育大学に 1949年に設置
された芸術学科である。わたくしたち「美
術史研究室」は、その伝統を直に受けつい
でいる。

美術史研究室が教育を提供する芸術専門学
群の「美術史領域」では、古代から現代に

いたるさまざまな時代や地域の芸術に関し
て学び、「芸術とはなにか」という根本的
な問題をはじめとする、多種多様な問題を
実証的に解き明かす専門的な能力をつちか
うことを目標とする。

本領域の学生は、造形作品の制作やデザイ
ンの実践にかかわる学生たちとともに学び
ながら芸術創造への理解を深める。美術館
学芸員として経験をもつ教員（寺門臨太郎・
林みちこ）や、文化財の発掘や実地調査な
どの経験を持つ教員（長田年弘・武田一文・
水野裕史）がおり、おもに「もの」として
の美術を対象として、理論的な研究に裏う
ちされた実践的な美術史学を学ぶことがで
きる。学生は、国内外の美術館・博物館や
社寺、作家のアトリエなどで絵画や彫刻、
アート作品を鑑賞し、関連する文献を調査
し、研究成果を卒業論文に反映させると、
芸術理論のスペシャリストとして社会に巣
だっていく。

卒業研究からさらに専門的な研究への意欲
を抱く学生は、大学院に進学する。大学院
博士前期課程と博士後期課程の美術史領域
の多くの修了生が研究者や高度職業人への
道を歩んでいる。

主な授業科目
美術史特講／美術史演習／美術史文献学／
アート展示論／アート・テクスト論／学外
演習

指導教員
長田 年弘（教授）：西洋美術史
寺門 臨太郎（准教授）：西洋美術史
林 みちこ（准教授）：美術論、博物館学
武田 一文（助教）：西洋美術史
水野 裕史（助教）：日本美術史

2022年4月現在

演習風景

美術館での学外演習

研究誌
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芸術支援

芸術支援は、芸術を通して人の成長や幸福
を考え、社会に貢献することを目指す領域
である。筑波大学で継承されてきた芸術教
育研究の成果を基盤とし、社会の様々な場
面で幅広く人と芸術の関わりを追究し、新し
い分野を切り開いていく専門家を育成する。
下記のような授業科目を通して、芸術活動
の支援に必要な、人間と芸術に関する理解
力、創造的思考力、実際的なコミュニケー
ション能力を伸ばし、芸術を通した社会貢
献に寄与できる資質と能力を育成する。
主な授業科目：芸術支援学概論／芸術表現
と支援ツール／芸術鑑賞と支援ツール／ク
リエイティブ・アート・ライティング／芸
術学習のサポートとケア／芸術とウェル
ビーイング／美術館教育演習／芸術支援学
演習／学外演習（芸術支援学）

卒業論文中間発表会学生研究室

美術館教育演習

学外演習（芸術祭での現地調査に関する学生発表）

芸術支援領域ウェブサイト（QRコード）

4年次には各自が研究テーマを定めて卒業
論文を執筆する。卒業生は、芸術振興団体
（アーツカウンシル、アートプロジェクト、
芸術祭事務局等）、美術館・ギャラリー、
学校教員、民間企業のほか、大学院に学
び、より高度な専門家や研究者の道に進む
など、各方面で活躍している。

芸術支援領域のウェブサイトでは、これま
での卒業論文テーマや卒業生の進路等につ
いて、最新の情報を公開している。

指導教員
石﨑 和宏（教授）：芸術教育学
直江 俊雄（教授）：芸術教育学
吉田 奈穂子（助教）：芸術教育学
箕輪 佳奈恵（特任助教）：芸術教育学

2022年4月現在

冊子ART WRITING

高校生アートライター大賞ポスター
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洋画

本領域は、広い教養の上に豊かな感性と創
造力を備えた洋画の専門家を養成すること
を目標としている。自然から美と造形を学
ぶことを基本として、色彩や形態に対する
美的感覚を醸成し、描写力や構成力などの
技量を練磨するとともに、西洋画の技法や
材料に関する知識・技能を習得して、それ
ぞれが個性的で多様な絵画表現を獲得する
よう指導する。

また、柔軟な発想力と考察力、創造的活力
を基盤として、広く社会に貢献できる人材
を育成する。

主な進路は、画家、デザイナー、教員、学
芸員、公務員、各種業界の美術・企画・宣
伝・研究開発・教育などの職種である。大
学院博士前期課程に進学する者も多い。

指導教員
内藤 定壽（教授）
仏山 輝美（教授）
福満 正志郎（准教授）
星 美加（助教）

2022年4月現在

デッサン実習学生作品

洋画技法演習 野外風景実習 油絵実習
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日本画

日本画は独自の素材、伝統的技術、表現方
法に基づく美術の一分野である。現在では
それだけにとどまらず、より豊かな芸術の
表現方法として、発展、展開している。

専門家となるための日本画制作技術や材料
の研究、古典への理解を深め、基礎的知識
を修得し、さらに豊かな感性と、高い創造
性に基づいた自己表現力を養い、将来社会
において多岐にわたって貢献できうる専門
家の育成を目的としている。

授業内容は、日本画実習を中心にして、素
描実習や技法演習（古典模写、技法）、野
外風景実習などの科目、基礎知識を学ぶ概
説・概論科目などでカリキュラムを構成し
ている。4年次には卒業制作を課している。
学群の上には大学院を設け、博士前期課程・
博士後期課程においてさらに高度な制作・
研究が行えるようになっている。

指導教員
太田 圭（教授）
程塚 敏明（准教授）
山本 浩之（准教授）
諏訪 智美（助教）

2022年4月現在

野外風景実習

日本画技法演習裏打ち講義

学生作品

学生作品（模写課題）

学生作品
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彫塑

彫塑領域は、立体造形として芸術の根本
的で重要な一領域である彫塑に関する理
論、演習、実習を通して専門的な教育を行
うことを目的としている。その内容は塑造
（Modeling）と彫刻（carving）に大別され
るが、それぞれ専門の教員によって基礎か
ら専門にいたる内容豊かな教育が行われる。

塑造（Modeling）関連の授業では、人物を
主たるモチーフとして、頭像制作から始ま
り全身像の制作に至る実習が、年次的に段
階を追って展開する。また、石膏や水性樹
脂を用いた造形技法を学ぶ演習がある。

彫刻（carving）関連の授業は木彫と石彫の
2分野に分けられ、各々 2~3年間にわたっ
て基礎から専門に至る演習が行われる。こ
のほか、鋳造、乾漆、テラコッタなどの技
法を学ぶ演習や、作品展示（展覧会づくり）
を実践的に学ぶ彫塑特別実習がある。以上
のように、彫塑領域では理論と実技を全般
的に修得できるようにカリキュラムが配慮
されている。

学群の上には大学院があり、博士前期課程・
博士後期課程においてさらに高度な研修が
できるようになっている。

指導教員
大原 央聡（教授）：木彫
川島 史也（助教）：ブロンズ、乾漆
宮坂 慎司（助教）：塑造

2022年4月現在

学生作品

学生作品

学生作品

塑造 鋳造

石彫木彫
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書

書領域は、全国の芸術系大学・学部の中で
唯一といってよい書の専門教育の組織であ
り、書家や書の研究者として将来自立でき
る人材の養成を目的としている。

カリキュラムは、専門的な知識を身につけ
る講義科目と、実技の力量を高める実習科
目に大別され、講義科目には「書概論」「日
本書道史」「中国書法史」「書鑑賞論」「書
学方法論」などがあり、実習科目には「書
基礎演習」「書漢字演習」「書仮名演習」な
どがある。歴代の名筆を直接制作の糧とす

る書の特質上、実技においても理論的な知
識の習得は不可欠であり、逆に、実技を通
して培った鑑賞力は、理論的な研究の進展
に寄与する。

こうした理論と実技の相乗効果を重視し、
卒業研究では、制作と論文の双方を要件と
している。これは制作系領域において書領
域だけの大きな特徴である。また、本学群
が総合大学に位置する特性を生かし、関連
する他学群開講科目の受講も積極的に行わ
れている。

指導教員
菅野 智明（教授）：東アジア書芸術
尾川 明穂（准教授）：書、中国書法史
髙橋 佑太（准教授）：書、中国書法史

2022年4月現在

学生作品

雙峰祭書展

学外演習 高野切復元展

授業

授業
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版画

版画領域は、版画の基礎的知識と技術を実
際の制作を通して修得し、豊かな感性と高
い創造性を伴った表現力で、専門家として
将来社会において多岐に渡って貢献できる
人材の育成を目的とした教育を行ってい
る。版画には大きくわけて凸版・凹版・平
版・孔版といった 4つの版種が存在する。
代表的なものとして、木版画・銅版画・リ
トグラフ・スクリーンプリントが挙げられ

る。現代の版画はこれに留まらず、写真や
CGをはじめそのカテゴリーの範囲を拡大
し続けている。
本領域ではこうした現代版画の流れを見据
えつつ、4版種を中心とした制作が可能な
教育と設備を備えている。独自の表現手段
として版画を選択し、作品を制作する為に
はこれらの技法、設備の使い方の修得が不
可欠である。1・2年では概論や基礎実習、

授業風景

展示風景

学生作品

学生作品

3・4年では演習を通して深く版画につい
て学べる専門科目が設定されている。さら
に大学院において高度な研修ができるよう
になっている。

指導教員
田島 直樹（教授）：銅版画

2022年4月現在
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構成

構成領域は、広く造形に共通した基礎的で
重要な問題について理論及び実技を通して
専門的に教育するところである。

学問の発達に伴って、各分野にわたり専門
の細分化が進められているが、造形の分野
においても各種のデザインが発達し、長い
伝統をもつ絵画や彫刻等と同様、それぞれ
独立したジャンルとして認められるように
なった。それらは社会の要請に基づくもの
であるが、現代はまたそれらに共通する基
礎的学問の深い研究をも必要としている。

どのようなアートやデザインも形や色がな
ければ成立しない。形や色をどのように決
めるかということは、すべての造形にとっ
て共通した基本的な要件である。それらに
対する学習は、初心者用の「初歩的」段階

に止めるべきではなく、「専門的」に深く
追求する必要がある。それ故、構成領域で
は、「形体」を例にとると、二次元の観点
からも（平面構成）、三次元の観点からも（立
体構成）、さらにコンピュータ等のテクノ
ロジーを用いても研究する（機器による構
成）というように、各方面から探求の手を休
めない。このような幅広い専門的探求の結
果身についたものは、卒業してから従事す
る専門的職業において必ず役立つであろう。

「形体」の他にも、各種造形の共通的・基
礎的重要課題は「色彩」「テクスチュア」「コ
ンポジション」「発想法」「美的センスの洗
練」「機器・材料による造形的可能性の探
求」、等種々あり、そのどの 1つを取り上
げても専門的に深く研究することは、現代
造形にとって不可欠のことがらである。

自然科学の分野で各種工学が発達すればす
るほど、その基礎をなす数学や物理が大切
となるように、各種造形の発達に伴って構
成領域もその重要性を増していくであろう。

卒業後は各種デザイン、印刷、編集、工芸
などの方面への就職や造形作家への道も開
かれている。また、進学して大学院を修了
した者は、大学、短大、専門学校、高校の
教員等になっており、進路の幅広さに特色
がある。

指導教員
山本 早里（教授）：色彩構成
大友 邦子（准教授）：図案、プリントデザイン
上浦 佑太（助教）：平面構成、立体構成

2022年4月現在

学生作品および制作風景
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総合造形

総合造形領域は、その視点を現代に据え、
「社会の鏡」とも言われる芸術を通して、
時代に対応できる眼を養うことをねらいと
している。そのため、特に 20世紀の芸術
を主題に取り上げ、その理論と実制作を通
して芸術と社会との関わりを学ぶ。

総合造形コースの教育課程は、3つの内容
によって構成されている。

1) 造形制作を基点とする。私達の周りに
は、新しい素材や製品が溢れている。従来
から造形に使用されている素材を併用し、
新しい発想と技術とによって、これまでに
ない造形表現を目指す。

2) 今日、映像、印刷、音、コンピュータ、
モバイルなどの複製・通信メディアを通し
て作品に接する機会が多い。このような新
しいメディアやコンピュータを使った作品
の制作を通してメディアと芸術の可能性を
追求する。

3) 作品展示の方法によって、その意味や
表情が変化することを学ぶ。これを広めて
ゆくと、造形作品は環境における一種の装
置であるという見方も成り立ち、その展開
のあり方を学習することになる。

これらを相互に関連付け、隣接分野と有機
的つながりを持って展開していることも特
色である。総合造形コースは、新しいタイ

プの芸術家の育成とともに、現代の造形芸
術を基盤とする、幅広い視野と体験を持ち
芸術教養を備えた社会人の育成を目指して
いる。

卒業後は、造形作家、メディアアーティス
ト、教員、美術館学芸員の他、企業では宣
伝企画、展示、Webデザイン、編集デザイン、
映像制作などの分野へ道が開かれている。

指導教員
國安 孝昌（教授）：現代美術
小野 裕子（助教）：現代アート
村上 史明（助教）：メディアアート、インタ
ラクティブアート、映像

2022年4月現在

学生作品（ライトアート）

学生作品（アニメーション）

学生作品（平面絵画）
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工芸

工芸領域は、木工（漆芸）・ガラス・陶磁の
3分野からなる。ここでは、それぞれの素材
に関する演習、実習を通じて、専門的な知
識、技術、造形力の修得と、ものづくりの伝
統に対する理解力を教育目標としている。

有史以前から人間は道具、生活具を創意工
夫して作り、それらを生活に役立ててきた。
この長い歴史、伝統に立った工芸は独自の
領域として確立している。手によるものづ
くりの大切さに気づき、ものを作る喜び、
それを生活に生かす心の豊かさを求めて、
若い世代を中心に工房の設立、地域産業の
再興等の働きがある。その一方で、大量生
産や効率化を優先させた廉価で画一化され
た “もの ”の氾濫により日常生活がスポイ

ルされ、同時に生活者である私たちの感受
性をも退化させてしまっている。つまり、
五感を働かせた手によるものづくりが、あ
まりにも便宜的になってしまった現在、そ
の行為自体が分割されてしまい、又趣味的
なものになりつつある。このような状況か
ら、ものづくりの原点である「何を、何の
ために、何の材で、どう作るのか」、総合
的人間活動であることがいかに大切である
かを確認し、単なるものづくりではないか
たちづくりを目指す教育が必要である。

幅広い造形の基礎と素材に関する演習、実
習を習得し、ものづくりの文化的背景を探
求し創造力と技術力を持った人材を育成す
る。具体的には家具（椅子、収納箱）、食器、

照明器具等の生活具、又、立体造形作品制
作をそれぞれの技法、知識を修得しながら
行う。綿々と受け継がれてきた技を、現代
の生活空間の中でどう生かし活用するの
か。新しい材をどのように活用すればよい
のか。それには材に対する知識と技術、そ
れをまとめる造形力が不可欠となる。また、
さらに深い研究を目指す者のために、大学
院博士前期課程、人間総合科学学術院芸術
学学位プログラム工芸領域がある。

指導教員
齋藤 敏寿（准教授）：陶磁
鄭 然暻（准教授）：ガラス
宮原 克人（准教授）：木工・漆芸

2022年4月現在

学生作品 木工 

学生作品 木工

学生作品 陶磁

学生作品 陶磁

学生作品 ガラス

学生作品 ガラス
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ビジュアルデザイン

ビジュアルデザイン領域では、ビジュアル
デザインについて総合的に学び研究する。
ビジュアルデザインとは、視覚に訴えて内
容を美しく効果的に伝えようとする、デザ
インの一分野である。グラフィックデザイ
ン、情報デザインなどとも関連はあるが、
視覚的造形的側面を重視しようとする意図
から、このような名称にしている。具体的
な内容としては、イラストレーション、タ
イポグラフィ、フォトメディア、ブックデ
ザイン、絵本、マンガ、エディトリアルデ
ザイン、広告デザイン、パッケージデザイ
ン、ブランディングデザイン、印刷・製本
デザイン、サイエンスビジュアリゼーショ
ン等についても学ぶ。

教育の基本方針として、理論と実践の有機
的な結合を目指している。したがって授業
は、知識の吸収と同時に、現実社会とのつ

ながり持って思考しながら創作できるよう
配慮されている。また、狭い専門領域に閉
じこもらず幅広い視野から課題を探求する
姿勢を尊重する。すなわち、隣接分野との
関連を重視し、さらに学際的見地からの研
究をも試みる。たとえば、構成領域や総合
造形領域の授業では、色彩や形態に関する
感覚を身につけ、現代造形や新メディアの
活用について学ぶことができる。工芸領域
の授業では様々な素材に触れながら、もの
づくりを学ぶ事ができる。こうした成果を
ビジュアルデザインの研究・制作に活用す
ることが求められるのである。また、学内
の諸機関で様々な文化や学問と接すること
により、これまでにない発想や表現を生み
出すこともできる。

本領域では、学生に対し洗練された視覚的
造形感覚の養成に努めると同時に、現代の

デザイン上の諸問題に積極的に取り組むこ
とを求めている。そして理論と実践をバラ
ンスよく身につけ、様々な分野の人々と共
同作業のできる、創造的で自律的なクリエ
イターや研究者が生まれることを期待して
いる。

指導教員
田中 佐代子（教授）：グラフィックデザイ
ン、サイエンスビジュアリゼーション
原 忠信（准教授）：ブランド構築、パッケー
ジ・デザイン、レジリエンス力強化の活動、
自転車交通におけるデザイン
山本 美希（准教授）：マンガ、絵本、イラスト
レーション
McLeod Gary（助教）：フォトメディア、ビ
ジュアル・リテラシー

2022年4月現在

学生作品学生作品
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情報・プロダクトデザイン

急速な科学技術の導入と高度なデザイン力
とによって世界は成長してきた。今日のプ
ロダクトデザインの領域と手法は、さらに
拡張し、あらたな展開の段階にある。
情報・プロダクトデザイン領域は、人間に
よって造られる道具や機器、設備等の「モ
ノ」と人間との「関わりのありかた」を対
象とするデザインの概念や科学を基礎理論
として学び、情報・プロダクトを包括した
デザインのエキスパートとして必要な専門
的技術を実習や演習を通して取得すること
を目標としている。人間は言語を操る動物
であると同時に道具を操る動物でもある。
ゼムクリップからスペースステーションま
で、私達の周囲のあらゆる人工物がデザイ
ンの対象である。子供からお年寄りまで誰
にでも使いやすいデザイン、ネットワーク
上でのWeb デザイン、デジタルカメラや
携帯機器などのわかりやすい情報機器のデ
ザイン、ゲームのデザイン、デジタルコン
テンツ、状況に応じた機器サービス、環境

にやさしいデザインの尊重など、デザイン
はあらゆるところに活躍する。

情報・プロダクトデザイン領域では、次の
ような手法により、デザインを学ぶことが
できる。人とモノとの関わりを考える「デ
ザインシンキング」「デザインイノベーショ
ン論」や人間と機械との適合性を学ぶ「人
間工学」、何をデザインするかを決定する
思考の科学としての「感性デザイン学と融
合科学」、「生産システムデザイン論」、製
品の客観的評価を行う「デザイン解析論」、
「デザイン評価論」などの基礎理論を学び、
一方では、具体的なモノやインタフェース
の設計を通して、デザインの方法論、製品
概念の設計、形態の創造、システムの設計
等を学ぶデザイン演習を設けている。さら
に本学の総合大学としての利点を活かし
て、人文科学や、自然科学、社会科学、ま
た情報科学などの方法を総合的に活用し、
モノと人間との関わりを知性的な観点に加

え、感性科学の研究も基盤としながら、製
品として「なにを」デザインすればよいか
という理論探索にそれぞれが挑戦するの
だ。

指導教員
伊藤 節（教授）：プロダクトデザイン
山中 敏正（教授）：感性情報学、デザイン解
析 

小山 慎一（教授）：実験心理学、基盤・社会脳
科学、デザイン学
李 昇姫（准教授）：情報メディア、感性デザ
イン、感性インタラクション
内山 俊朗（准教授）：インタラクションデザ
イン、フィジカルコンピューティング
山田 博之（准教授）：コミュニケーション
ツールデザイン、モビリティデザイン
索米亜（助教）：感性情報学、プロダクトデ
ザイン

2022年4月現在

いのちをいただく食育玩具

音の印象をサラダに変換するプリンター

トントン音を楽しむ調理台

非接触で入力を楽しむデバイス 卒業制作展でのプレゼンテーション

紙の質感が味覚に与える影響を生かしたスリーブの提案
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環境デザイン

環境デザイン領域では、幅広い視点から私
たちの「環境」をデザインし、研究してい
る。人間は環境の「産物」であり、また環
境も人間の「産物」である。このような相
互依存的な人間と環境との関係を明らかに
し、それに応じた環境の ｢設計｣ と「計画」
について学ぶことを目的としている。

｢環境デザイン」という名称が生まれ、そ
れをデザインの実践や学問の対象とするこ
とは、それなりの歴史的背景に基づく必然
があった。私たちの身の廻り、あるいは私
たちが生活している「場」は、スケールの
違いはあれ、すべて「環境」といえるもの
である。しかし、これまでのデザインの実
践や学問の考え方は、それを細分化するこ

とによって成立してきた。インテリアデザ
イン、建築デザイン、都市デザイン、ラン
ドスケープデザイン……といった具合に。
しかし、様々な環境問題の顕在化、人口構
造の変化、科学技術の発展や情報化、産業
構造の変動といった急激で大きな変化を来
している現代において、このように細分化
されたままでは、複雑で多様な私たちの「生
活場」の全体像を見失うおそれがある。そ
こで今日、あらためてその全体像を求める
ものとして「環境デザイン」という分野が
生まれたのである。その具現化のために本
領域では、屋内空間（インテリア）、街路、
広場、公園、地区（街区）、都市、地域（山
野・湖沼・河川などの自然を含む）といっ
たあらゆるスケールの「空間」を学習対象

としている。そして、あくまでそれらを総
合的・有機的に扱うことによって、人間が
より快適に生活できる空間の創造を目指し
ている。換言すれば、「環境デザイン」は
現代における「人間回復」のための、環境
づくり・空間づくり＝デザインを総合的に
学ぶ分野なのである。

指導教員
野中 勝利（教授）：都市デザイン
橋本 剛（教授）：建築・都市環境デザイン
藤田 直子（教授）：ランドスケープデザイン
渡 和由（准教授）：環境デザイン
菅野 圭祐（助教）：都市地域デザイン

2022年4月現在

学生作品

学生作品

演習授業風景

環境デザイン演習での現地調査

学外演習



15 School of Art and Design 2023

建築デザイン

建築デザインの領域は、主に建築のデザイ
ン（企画、計画、設計など）の仕事に携わ
る人の養成を主目標としている。

人間は、それぞれの時代、それぞれの土地で、
それぞれの生活を営むために最もふさわし
い場所：居住空間を、それぞれのやり方で
探し求め、創りだしてきた。そのような空間
を確保してはじめて、人間はそれぞれの生
活の場面を展開することができるからである。

｢建築」とは、基本的には、この「それぞ
れの時代に、それぞれの土地で、それぞれ
の居住空間を確保しようとする人間の営
み」にほかならない。かつては人びとが自
らそれを行った時代もあったが、やがてそ
れを業とする者が現れる。現在の建築設計・

建築デザインの仕事も、この営みの一角に
専門的に携わる仕事の一つである。

したがって、建物をはじめとする居住空間
を造る仕事をする建築家、建築デザイナー
は、いま、その土地に、なんのための、どの
ような空間が必要か、それをどのように造る
のか、言い換えれば、いつ、どこで、だれが、
なにを、なぜ、いかに、という疑問形を常に
持ち、造られる居住空間の存在理由を問い
続けなければならない。このどれひとつが
抜け落ちても致命的である。存在理由が希
薄なまま造られたものも、ひとたび造られ
れば、いやおうもなく私たちの居住空間の
一部になってしまうからである。その意味
で、建築設計・建築デザインの仕事の社会
的責任は大きい。しかし、明治にはじまる

我が国の建築教育では、近代化を急ぐあま
り、とかくこのような基本的な問いかけが忘
れられてきたきらいがある。本領域では、こ
れまでの建築教育への反省から、単なる知
識・技法の習得だけではなく、特に、上述
の問いをもって対象を見ることのできる人物
の養成をこころがけている。豊かで鋭敏な感
性と、視野の広い柔軟な思考力を持ち、なに
よりも人間が好きな学生を待ち望んでいる。

指導教員
花里 俊廣（教授）：建築計画論・環境行動論
山田協太（准教授）：建築デザイン論・地域
研究
加藤 研（助教）：建築設計論・建築構法論
辻 泰岳(助教）：建築史・美術史

2022年4月現在

建築大講評会学生作品海外ワークショップ（台湾）

学生作品

海外演習課題作品（スイス）

学生作品
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施設・設備の紹介

洋画実習室

ガラス実習室木工実習室 印刷室

大石膏室

版画実習室陶芸実習室石彫コート

日本画実習室

総合加工室 撮影スタジオ メディアルーム

筑波大学アートスペースアートギャラリー T+デザイン実習室
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入学試験

卒業後の進路

卒業生の主な進路 過去 3年間の卒業生進路

2023年度（2022年度実施）
芸術専門学群 入学者選抜における試験科目

【推薦入試、前期日程（芸術専門学群選抜）等】

科目記号 実技検査科目
午
前

A1 論述
A2 鉛筆デッサン

午
後

P1 論述（鑑賞又はデザイン構想）
P2 デッサン（木炭又は鉛筆）
P3 平面構成

P4
立体造形
（手を含むモチーフの造形）

P5 書
■検査科目 A群から 1科目、検査科目 P群から 1科
目をそれぞれ事前に選択していただきます。
■推薦入試では面接もあります。
＊変更の可能性もありますので必ず募集要項を確認
してください。

【後期日程】

面接・口述試験

2023年度（2022年度実施）芸術専門学群入学者選抜に関する
詳細（試験科目及び配点等）、および総合選抜については、 
下記ウェブサイトを参照ください。

芸術専門学群 受験生の皆さんへ
https://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/school/6045/

筑波大学 入試情報
https://www.tsukuba.ac.jp/admission/index.html

デジタルパンフレット 

「筑波大学令和 5年度入試案内」
https://web-pamphlet.jp/tsukuba/2022e5/#page=1

お問い合わせ
筑波大学アドミッションセンター
〒305-8577 茨城県つくば市天王台 1-1-1 本部棟 2階
受付時間：9:00～12:00、13:15～17:00 （土日祝日及び休業日を除く）
Tel: 029-853-7385　E-mail: ac-img＠ml.cc.tsukuba.ac.jp

卒業生は、大学院への進学、企業への就職、
あるいは独立した作家、デザイナーなど、様々
な分野において自己を実現していきます。

過去 3年の主な就職先・進学先

【企業】
アイリスオーヤマ株式会社、旭化成アミダス株式会社、イー・
エム・デザイン株式会社、IKEA、伊坂美術印刷株式会社、
一般社団法人沖縄保育福祉協会、イナバインターナショナ
ル株式会社、MBC開発株式会社、オリオン機械工業株式会社、
鹿児島県農業協同組合連合会、川嶋印刷株式会社、株式会
社アートワークス、株式会社アヴァンザ、株式会社あとら
す二十一、株式会社アピリッツ、株式会社いつも、株式会
社エヌ・ティ・ティ・データ・ビジネスブレインズ、株式
会社カトージ、株式会社カプコン、株式会社カヤック、株
式会社キャリアデザインセンター、株式会社クーロンヌジャ
ポン、株式会社ケイ・ウノ、株式会社ゲームフリーク、株
式会社コンフィデンス、株式会社シモジマ、株式会社スク
ウェア・エニックス、株式会社スタッフサービス・ホールディ
ングス、株式会社スリーライト、株式会社セガ、株式会社
セガ・インタラクティブ、株式会社セガトイズ、株式会社
セプテーニ、株式会社タイセイ・ハウジー、株式会社たき
工房、株式会社タグボート、株式会社タノシナル、株式会
社ディーランド、株式会社デイトナ・インターナショナル、
株式会社デックス、株式会社トッパングラフィックコミュ
ニケーションズ、株式会社ドリテック、株式会社ニコット
ラボ、株式会社ノジマ、株式会社バンク・オブ・イノベー
ション、株式会社ビックカメラ、株式会社ビバホーム、株
式会社ブリーチ、株式会社メンバーズ、株式会社モバイル
ファクトリー、株式会社ゆうちょ銀行、株式会社ラーニン
グエージェンシー、株式会社ライトオン、株式会社リクルー
ト北関東マーケティング、株式会社リコー、株式会社リン
クフォース、株式会社ワンビシアーカイブズ、株式会社伊
藤軒、株式会社英進、株式会社俄、株式会社丸井グループ、
株式会社公募ガイド社、株式会社宏和デザイン、株式会社

広美、株式会社高津戸電子、株式会社鹿児島銀行、株式会社
住宅工営、株式会社生活の友社、株式会社千葉薬品、株式
会社大創産業 DAISO、株式会社丹青ディスプレイ、株式会
社田中食品興業所、株式会社電通ライブ、株式会社東京イ
ンテリア家具、株式会社日展、株式会社日本ラベル、株式
会社博展、株式会社僕らのゆめ、株式会社理創、株式会社
六本木スタジオ、株式会社 blue、株式会社 Cygames、株式
会社 Dirbato、株式会社 Helixes、株式会社 HiP、株式会社
ICS、株式会社 JOETSU、株式会社 LDS、株式会社 LIFULL、
株式会社 PIVOT、株式会社 TANK、共立株式会社、錦明印刷
株式会社、KDDI株式会社、合同会社 THANKER、社会福祉
法人基弘会、社会福祉法人共生社、社会保険診療報酬支払
基金、Supership株式会社、スミセイ情報システム株式会社、
積水ハウス株式会社、全国共済農業協同組合連合会三重県
本部、大額株式会社、高橋カーテンウォール工業株式会社、
ディー・エイト株式会社、中央出版株式会社、東映アニメー
ション株式会社、トヨタ自動車株式会社、PV Robotics、藤
田エンジニアリング株式会社、南国アールスタジオ株式会
社、日本通運株式会社、日本年金機構、日本郵便株式会社、
日立建機株式会社、任天堂株式会社、文唱堂印刷株式会社、

大和原工事株式会社、有限会社スタジオ・イースター、リコー
ジャパン株式会社、ワンダープラネット株式会社

【教員】
愛知県公立中学校、岩手県公立高等学校、群馬県公立中学校、
東京都公立学校、立命館慶祥中学校・高等学校、浜松学芸
中学・高等学校

【公務員】
愛知県庁、岩手県庁、群馬県庁、三重県庁、筑波大学（職員）、
足利市役所（栃木県）、士幌町役場（北海道）、三郷市役所（埼
玉県）、姫路市立美術館（兵庫県）、鹿児島県警察本部、皇
宮警察本部、陸上自衛隊

【進学】
筑波大学大学院、東京藝術大学大学院、横浜国立大学大学院、
京都市立芸術大学大学院、京都大学大学院、京都芸術大学
大学院、九州大学大学院

芸
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大
学
院
博
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前
期
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大
学
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士

後
期
課
程

企業

作家・デザイナー・建築家等

公務員（行政・自治体など）

教諭（中学校・高等学校）

学芸員・研究員

大学教員・研究者

2019年度 2020年度 2021年度

卒業者数 109 104 105

就職者数 49 50 47

　企業
　教員
　公務員

44

1

4

40

5

5

42

1

4

進学者数 41 29 32
その他
（作家・デザイナー等） 19 25 26
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筑波大学西
B

つくばセンター6番乗り場
「筑波大学中央」行バス（10分）・
「筑波大学循環（右回り）」バス（10分）・
「筑波大学循環（左回り）」バス（20分）
→「筑波大学西」下車

土浦
学園
線つくば駅

つくばセンター
つくばエクスプレス

芸術専門学群

コンビニ

「筑波大学循環」バス

「筑波大学中央」行 「筑波大学中央」行

筑波大学行

発行 筑波大学芸術専門学群
住所 茨城県つくば市天王台 1-1-1

発行日 2022年 7月

表紙の作品：
令和 3年度 筑波大学芸術賞
「文心雕龍語」（部分）
草野 剛（書）

芸術専門学群のウェブサイト
https://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/school/

芸術専門学群の交流協定校

国立台湾科技大学
国立台湾芸術大学
中国美術学院
中央美術学院
ホーチミン市美術大学
フィレンツェ国立美術学院
アイントホーフェン工科大学
デルフト工科大学
スウェーデン王立美術大学
バルセロナ大学
ヘルシンキ芸術大学美術アカデミー
ストラートデザイン大学
国立工業工芸大学（パリ工科大学）

筑波大学交流協定校（一部）

精華大学
韓国科学技術院
弘益大学校
ガジャマダ大学
ディーキン大学
サマルカンド国立外国語大学
ミラノ工科大学
ブランデンブルク工科大学コットブ
ス・ゼンフテンベルク校
ボルドー・モンテーニュ大学
パリ・サクレー大学
パリ第 8大学
サラマンカ大学
ユタ州立大学
ペルー・カトリカ大学
グアダラハラ大学

　

Taiwan

Taiwan

China

China

Vietnam

Italy

The Netherlands

The Netherlands

Sweden

Spain

Finland

France

France

China

Korea

Korea

Indonesia

Australia

Uzbekistan

Italy

Germany

France

France

France

Spain

United States

Peru

Mexico

留学（一定の条件のもとで授業料免除）


